
＜事業の全体像＞

国内外で市場獲得・拡大が有望な技術・製品等への集中支援 さらなる市場拡大に向けたフードテック分野の競争力の強化、環境整備

国内外で市場獲得・拡大が有望なフードテック分野の技術・製品等について、当該
技術等の事業化・拡大に向けて、スタートアップ向け大規模実証や、新たなビジネ
スモデルの実証、実行可能性調査、海外展開等の取組を支援します。

・スタートアップ日本成長戦略フードテック対策
・漁業構造改革総合対策事業（もうかる漁業創設支援事業）
・野菜産地加工技術等導入支援事業
・食品産業フードテック支援事業
・次世代種子増殖技術の実行可能性調査事業
・フードテック関連海外展開加速化対策

［お問い合わせ先］ 大臣官房政策課技術政策室 (03-3502-5524)

＜対策のポイント＞
世界的な食料需要拡大や気候変動等による供給リスクが高まる中、食料安全保障の確保や国内外の社会課題解決に貢献するフードテックへの官民投資を
促進するため、日本成長戦略の下、フードテック分野（植物工場、陸上養殖、食品機械、新規食品）の官民投資ロードマップを踏まえ、生産性向上等に向け
た基盤技術の研究開発とともに、優良な技術の事業化に向けたスタートアップの大規模実証、フードテック企業の海外展開等の取組を総合的に支援します。

＜政策目標＞［2030年まで］
○ 植物工場：市場ニーズに応じた商業栽培品目を拡充するとともに、海外市場展開を拡大
○ 陸上養殖：日本ならではの多様な魚種での用途に応じた陸上養殖を国内展開
○ 食品機械：食品加工機械の国内外市場での販売及び総合サービスの提供、鮮度保持技術の提供により市場を拡大。新たな食品機械を継続的に開発
○ 新規食品：国内市場のみならず、欧米市場を中心に、輸出や海外展開する外食産業でのメニュー提供により市場を拡大

令和９年度予算概算要求額 50,214百万円（前年度 117百万円）

２ フードテック成長戦略推進プログラム

（関連事業）

・強い農業づくり総合支援交付金 ・養殖業成長産業化推進事業 ・新沿岸漁業構造転換対策施設整備事業
・漁業経営セーフティーネット構築事業のうち養殖用配合飼料価格安定対策事業
・消費・安全対策交付金のうち、海洋生物毒等の監視の推進 及び 養殖衛生管理体制の整備、水産防疫対策事業 等

植物工場や陸上養殖施設について生産現場への導入を支援します。また、経営安定の観点から飼料価格高騰時の補填や、水産防疫体制の整備を推進します。

フードテック分野のさらなる市場拡大に向けて、基盤技術の研究開発や提案公募
型の研究開発による競争力強化と、国際標準化、人材育成、民間投融資の促進
など環境整備の取組を推進します。

・フードテック基盤技術確立プロジェクト
・オープンイノベーション研究・実用化推進事業
・二枚貝陸上養殖先端技術開発事業
・国際標準化推進総合対策事業
・食品産業フードテック支援事業
・施設園芸新技術等展開推進事業
・養殖業における民間投融資の促進

ICT技術を活用した陸上養殖 自動食肉加工ロボット
AI等を活用した次世代型の
植物工場モデルの開発 精密発酵技術等の確立
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